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〈講演要旨〉
○�熱中症とは、熱により体温を超えた暑い環境で
起きる障害
○�症状　「暑熱環境に晒された」という条件が明
らかで、めまい、大量の発汗、嘔吐、こむら返
り、倦怠感などが出たとき
○予防策　熱中症は生命にかかわる病気
　しかし、予防策を知っていれば防げるもの
　◦服装　日傘、帽子、涼しい服装
　◦�水分　喉が渇いた時、渇く前、暑いところに
出る前からこまめに水分を補給する。

　◦�環境　屋外では日陰、屋内ではエアコンなど
効いた涼しい場所へ、こまめに休憩、暑いと
きには無理をしない。

○手当
　◦�できるだけ早く風通しの良い日陰や冷房が効
いている室内などに避難

　◦病人本人の楽な体位
　◦厚い衣服は脱がせ、身体から熱を放散
　◦�意識あるときや嘔吐などがない時は、水分補給
　◦�胸や腹の身体の表面に水をかけたりして身体
の冷却をできるだけ早く行う。

　�　ただし、意識障害、けいれん、手足の運動障
害、高体温の症状があればすぐ119番

　※最後に、熱中症は気温が低くても湿度が高い
場合は同様の症状が見られる場合があるとのこと
ですので、注意してください。

令和７年度　安全就業標語入選作発表令和７年度　安全就業標語入選作発表
安全就業標語入選作
最優秀 慣れた作業　ルール順守で　事故はなし （西地区） 樋口　健一
優　秀 全員で　目指す事故ゼロ　危険予知 （第四地区） 冨塚　育夫

気を抜くな　油断の先に　危険あり （金井地区） 武田　貴行
佳　作 事故ゼロで　みんなの笑顔　いつまでも （第二地区） 大沼美智子

これくらい　大丈夫だという心に　落とし穴 （第三地区） 志鎌　一夫
安全就業　心のゆとりと　下準備 （第六地区） 伊東　義雄
熱中症は　水分塩分　休息を （飯塚・椹沢地区） 佐藤　勝雄
事故「０」は　各自の意識が　第一歩 （金井地区） 古川　　譲
シルバーの　生きがい守る　安全就業 （南山形・本沢地区） 塩野美智子

の
作
品
一
六
編
を
追
加
し
た
、
合
計
二
五
編
を
山
形

県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
連
合
会
へ
の
推
薦
作
品

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

表
彰
終
了
後
、
引
き
続
き
安
全
講
習
会
を
開
催
い

た
し
ま
し
た
。
今
年
度
の
安
全
講
習
会
は
、
日
本
赤

十
字
社
山
形
県
支
部
の
救
急
法
指
導
員
太
田
雄
一
郎

氏
よ
り
「
熱
中
症
対
策
に
つ
い
て
」
の
講
演
を
お
願

い
し
ま
し
た
。
内
容
に
つ
い
て
は
、
熱
中
症
の
症
状

や
予
防
策
な
ど
の
講
話
で
し
た
が
、
す
ご
く
わ
か
り

や
す
い
説
明
を
受
け
ま
し
た
。
今
年
は
例
年
に
な
く

猛
暑
日
が
続
い
て
い
た
こ
と
か
ら
、
熱
中
症
を
予
防

す
る
た
め
、
大
変
参
考
に
な
る
講
話
内
容
で
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
は
、
自
分
の
体
調
を
よ
く
観
察
し
な
が

ら
健
康
で
病
気
な
ど
に
負
け
ず
生
活
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
強
く
感
じ
た
と
こ
ろ
で
す
。

�

安
全
就
業
推
進
委
員
会
　
委
員
長　

髙
橋
　
眞
一

　

八
月
一
日
、
山
形
テ
ル
サ
に
お
い
て
、
令
和
七
年

度
の
標
語
入
選
発
表
と
表
彰
式
及
び
安
全
講
習
会
が

行
わ
れ
、
九
九
名
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

　

例
年
七
月
に
展
開
さ
れ
る
「
全
国
安
全
・
適
正
就

業
強
化
月
間
」
に
合
わ
せ
、
今
年
度
も
会
員
の
皆
様

の
安
全
意
識
高
揚
を
目
的
に
、
安
全
標
語
の
募
集
を

行
い
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
、
五
一
名
の
方
か
ら
合
計
一
三
七
編
の

応
募
を
い
た
だ
き
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
厳
正
な
る
審
査
の
結
果
、
上
記
九
名
の
標
語
を

入
選
作
品
と
し
て
選
考
し
、
受
賞
者
の
皆
様
へ
表
彰

状
を
贈
呈
い
た
し
ま
し
た
。
上
記
入
選
作
品
に
次
点

安全標語受賞者の皆さん安全標語受賞者の皆さん

安
全
講
習
会
を
開
催
し
ま
し
た
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①�役員としての役割を十分に理解
し、職務に励み、センターの運営
及び会員の皆さまのお役に立て
るよう、精一杯努力して参りま
す。
②商品陳列業務
③�趣味とまでは言えませんが、
DIY全般で日曜大工的なものか
ら車いじり等が好きで、色々と
創意工夫して何でも自分でやっ
ています。

理　事
原田　好雄さん

①�働くを超え生きるを支える拠点
の創造。会員の知識と人生訓、特
技趣味、人脈を活かし、学び繋が
り、やりたい事を形に出来る地
域課題解決SC。
②カート整理業務
③�老いて初心に帰るのは難しい
が、今日は残りの人生の初日で
最も若いのなら拙いもない。小
説に絵に落語に映画作りに、残
日をもがくも、生甲斐か。

理　事
齋藤　　隆さん

①�この度理事を拝命し、微力ながら

皆様のお役に立てますよう精一

杯務めさせていただきます。

②除草業務

③�最近のマイブームは、斎藤一人

さんです。納税日本一で、ちょっ

と？のお方ですが、ユーチューブ

で流れてくる話が面白いです。

理　事
大友智恵子さん

①�超高齢社会を迎え、シルバー人
材センターの役割はこれまで以
上に大きくなっている中で、監
事として適正な運営に貢献でき
るよう努めてまいります。
③�時間があいた時には映画鑑賞す
るとともに、また日頃から歴史
的建造物を巡ることを趣味とし
ております。

①�地域共生社会をけん引されてい
る会員の皆様のご活躍は本当に
素晴らしいことと思います。今後
とも見習ってまいります。よろし
くお願いいたします。
③�最近、健康のためジムで軽く筋ト
レした後サウナでくつろぐこと
が日課となっています。ビールが
格別においしくなります。

理　事
（山形市福祉推進部長）
平吹　史成さん

①�定年延長といった社会の変化の
なかで、シルバー人材センター
への期待と役割は一層大きく、
会員の皆さまと一緒にがんばっ
てまいります。
③�健康づくりの一環として、毎日
の日課になっている愛犬との散
歩が運動不足の解消につながっ
ていると思います。

今年度は役員改選の年となり、６名の役員が新たに選出されました。
今回は、その新任役員の皆様から、①抱負②就業内容③趣味についてお伺いしました。

新任役員のご紹介

理　事
山形市都市振興公社

常務理事
増子　俊昭さん

⎛
⎝

⎞
⎠

監　事
山形市社会福祉事業団

事務局次長
武田　吉浩さん

⎛
⎝

⎞
⎠
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十
月
は
事
業
普
及
啓
発
促
進
月
間
で
す

―
地
域
活
動
の
推
進
に
取
組
む
―

　

十
月
は
事
業
普
及
啓
発
促
進
月
間

で
す
。
多
彩
な
活
動
を
実
施
し
ま
す
。

会
員
の
皆
様
の
積
極
的
な
参
加
と
ご

協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

事
業
の
実
施
内
容

①�

普
及
啓
発
活
動
と
セ
ン
タ
ー
会
員

加
入
の
働
き
か
け

◦�

役
職
員
や
専
門
部
会
員
に
よ
る
街

頭
啓
発
活
動

　

�

（
十
月
三
十
日　

イ
オ
ン
山
形
南

店
・
山
形
北
店
）

◦�

商
工
会
議
所
や
企
業
回
り
に
よ
る

会
員
募
集
活
動

◦�

公
民
館
等
へ
の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
設

置

　

�

（
入
会
の
勧
誘
、
仕
事
の
依
頼
の

周
知
）

◦�

セ
ン
タ
ー
紹
介
動
画
の
活
用
促
進

（
入
会
説
明
会
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
活
用
中
）

◦�

Ｗ
ｅ
ｂ
で
の
入
会
シ
ス
テ
ム
の
普

及
促
進

②
社
会
奉
仕
活
動
の
実
施

◦�

会
員
に
よ
る
街
路
清
掃
活
動

　

�

（
十
月
二
十
二
日　

山
形
駅
西
口

付
近
）

◦�

各
地
区
研
修
会
場
等
の
清
掃
等
社

会
奉
仕
活
動

③�

会
員
と
市
民
が
交
流
す
る
シ
ル

バ
ー
フ
ェ
ア
の
開
催

◦�

会
員
互
助
会
文
化
祭

　

�

（
十
月
六
日
～
七
日　

山
形
テ
ル

サ
大
会
議
室
）
で
の
活
動
風
景
パ

ネ
ル
の
展
示

④�

様
々
な
メ
デ
ィ
ア
を
活
用
し
た
広

報
活
動

◦�

デ
ジ
タ
ル
サ
イ
ネ
ー
ジ
に
よ
る
広

告
放
映
・
チ
ラ
シ
設
置

　

�

（
イ
オ
ン
山
形
南
店
・
山
形
市
役

所
）

◦�

「
広
報
や
ま
が
た
」
に
、
入
会
説

明
会
等
の
広
告
掲
載

◦�

「
や
ま
し
ん
医
療
ガ
イ
ド
」、
新

聞
、
フ
リ
ー
ペ
ー
パ
ー
、
各
種
イ

ベ
ン
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
等
へ
の
広
告

掲
載

安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
ま
し
た

安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
ま
し
た

�

安
全
就
業
推
進
委
員
会
委
員
長　

髙
橋
　
眞
一

　

安
全
就
業
推
進
委
員
会
で
は
、
毎

年
七
月
に
「
安
全
・
適
正
就
業
強
化

月
間
」
の
活
動
と
し
て
、「
安
全
パ

ト
ロ
ー
ル
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
の
夏
は
例
年
に
な
く
猛
暑
日

が
続
き
、
熱
中
症
の
危
険
が
非
常
に

高
ま
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
屋
外
作

業
の
除
草
や
草
刈
り
、
剪
定

作
業
な
ど
の
九
か
所
を
実
施

し
ま
し
た
。

　

就
業
中
の
会
員
さ
ん
へ
、

安
全
保
護
具
の
着
用
徹
底
や

緊
急
連
絡
カ
ー
ド
の
携
帯
確

認
、
熱
中
症
予
防
及
び
剪
定

な
ど
で
使
用
す
る
脚
立
か
ら

の
落
下
や
、
虫
刺
さ
れ
防
止

な
ど
の
周
知
を
行
い
ま
し
た
。

　

パ
ト
ロ
ー
ル
の
結
果
、

リ
ー
ダ
ー
を
中
心
に
皆
様

し
っ
か
り
と
安
全
対
策
を
講

じ
た
上
、
適
宜
休
息
を
取
る

な
ど
健
康
に
配
慮
し
な
が
ら

就
業
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

特
に
、
熱
中
症
予
防
の
た
め
し
っ

か
り
と
水
分
補
給
し
た
り
、
ハ
チ
な

ど
に
刺
さ
れ
な
い
よ
う
に
十
分
注
意

す
る
な
ど
、
自
分
の
身
を
守
り
な
が

ら
し
っ
か
り
と
作
業
に
当
た
っ
て
お

り
ま
し
た
。
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全シ協理事・東北シ連協会長・県連合会会長へ斎藤理事長就任全シ協理事・東北シ連協会長・県連合会会長へ斎藤理事長就任

令和7年度　全シ協「安全就業シルバー人材センター優秀賞」受賞令和 7年度　全シ協「安全就業シルバー人材センター優秀賞」受賞

　

私
ど
も
山
形
市
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
の
斎
藤
武
弘
理
事

長
が
、
去
る
六
月
十
六
日
に
開

催
さ
れ
た
山
形
県
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
連
合
会
総
会
に
お

い
て
会
長
に
就
任
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
山
形
市
で
六
月
十
九
日

に
行
わ
れ
た
東
北
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
連
絡
協
議
会
定
時

総
会
に
て
会
長
に
就
任
さ
れ
、

六
月
二
十
四
日
に
は
東
京
で
開

催
さ
れ
た
全
国
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
事
業
協
会
定
時
総
会

に
お
い
て
理
事
に
就
任
さ
れ
ま

し
た
。
私
た
ち
会
員
に
と
っ
て

も
誇
ら
し
く
、
喜
ば
し
い
か
ぎ

り
で
す
。
ご
多
忙
を
極
め
る

日
々
で
し
ょ
う
が
、
お
体
を
ご

自
愛
い
た
だ
き
な
が
ら
、
益
々

私
ど
も
を
導
い
て
い
た
だ
き
ま

す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

去
る
六
月
二
十
四

日
、
東
京
で
開
催
さ

れ
た
全
国
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
事
業

協
会
定
時
総
会
の
席

上
で
、
当
セ
ン
タ
ー

に
対
し
「
安
全
就
業

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
優
秀
賞
」
が
授

与
さ
れ
ま
し
た
。

　

全
国
で
十
四
の
団

体
に
対
し
贈
ら
れ
た

も
の
で
す
。
当
セ
ン

タ
ー
と
し
て
は
こ
れ

で
三
度
目
の
全
国
表

彰
と
な
り
ま
す
。

　

今
後
も
安
全
就
業

に
な
お
一
層
努
め
、

油
断
な
く
安
全
に
業

務
を
進
め
て
い
き
た

い
も
の
で
す
。

県議会議長へ要望書を提出県議会議長へ要望書を提出
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私
は
、
六
十
歳
の
定
年
ま
で
公
安

関
係
の
い
わ
ゆ
る
宮
使
い
の
仕
事
で

し
た
が
、
定
年
後
は
、
世
界
が
一
変

し
ま
し
た
。

　

妻
か
ら
「
お
父
さ
ん
薪
ス
ト
ー
ブ

の
あ
る
リ
ビ
ン
グ
っ
て
イ
イ
よ
ね
。

作
っ
て
。」
と
の
提
案
。

　

私
も
そ
れ
も
あ
り
か
な
と
思
い
、

退
職
金
と
少
し
ば
か
り
の
蓄
え
を
放

出
し
て
家
を
建
て
替
え
る
こ
と
に
な

り
、
二
人
で
考
え
抜
い
た
間
取
り
の

小
さ
な
家
が
翌
年
完
成
し
た
。
も
ち

ろ
ん
、
リ
ビ
ン
グ
の
一
角
に
特
大
の

薪
ス
ト
ー
ブ
が
鎮
座
と
相
成
り
ま
し

た
。

　

良
い
と
こ
ろ
は
、
暖
か
さ
が
炎
と

な
っ
て
見
え
る
こ
と
。
薪
ス
ト
ー
ブ

は
炎
が
揺
ら
ぎ
、
時
々
「
パ
チ
パ

チ
」
と
音
を
出
し
て
暖
か
く
し
て
く

れ
ま
す
。

　

エ
ア
コ
ン
や
石
油
ス
ト
ー
ブ
の
よ

う
な
送
風
音
は
し
ま
せ
ん
。
も
ち
ろ

ん
電
気
代
も
い
り
ま
せ
ん
。

　

十
月
か
ら
四
月
ま
で
の
半
年
間
、

薪
ス
ト
ー
ブ
一
台
で
家
全
体
が
ポ
カ

ポ
カ
で
す
。
焼
き
芋
も
で
き
ま
す
よ
。

デ
メ
リ
ッ
ト
は
、
何
と
言
っ
て
も
薪

の
確
保
が
大
変
で
す
。
ホ
ー
ム
セ
ン

タ
ー
の
薪
で
は
、
毎
日
一
万
円
分
購

入
し
て
も
足
り
ま
せ
ん
。
幸
い
当
方

は
近
所
に
庭
師
さ
ん
が
数
件
い
ら
し

て
、
無
償
で
原
木
が
手
に
入
り
ま
す
。

そ
れ
を
自
作
し
た
薪
割
機
で
割
り
薪

が
で
き
ま
す
。

　

今
は
夏
場
で
イ
メ
ー
ジ
し
に
く
い

で
す
が
、
薪
ス
ト
ー
ブ
の
前
に
ド
ン

と
座
り
、
雪
の
積
も
っ
た
庭
を
見
な

が
ら
飲
む
イ
ン
ス
タ
ン
ト
コ
ー
ヒ
ー

は
、
格
別
で
す
よ
。
至
福
の
ひ
と
時

で
す
。
い
か
が
で
す
か
。

　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
会
員

と
な
り
、
自
転
車
再
生
班
で
就
労
し

て
ま
る
三
年
に
な
ろ
う
と
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
も
何
か
し
ら
運
命
な
の
か
、

あ
の
日
入
会
説
明
会
に
足
を
運
び
、

当
日
、
就
業
依
頼
活
動
を
行
っ
た
こ

と
で
、
希
望
す
る
仕
事
と
即
マ
ッ
チ

ン
グ
、
と
ん
と
ん
拍
子
で
事
の
運
び

と
な
り
ま
し
た
。
ま
ず
行
動
を
起
こ

し
た
こ
と
が
善
因
善
果
に
な
っ
た
と

安
堵
し
て
お
り
ま
す
。

　

さ
て
、
わ
が
自
転
車
再
生
班
の
個

性
豊
か
な
仲
間
た
ち
と
は
、
善
き
縁

に
恵
ま
れ
た
も
の
だ
と
常
々
思
っ
て

お
り
ま
す
が
、
こ
の
「
縁
」
と
い
う

言
葉
は
、
人
と
の
繋
が
り
や
物
事
の

関
わ
り
と
い
う
意
味
で
、
と
て
も
東

洋
的
な
思
考
で
あ
り
ま
す
。

　

縁
に
は
「
ふ
ち
」、「
へ
り
」
と
い

う
意
味
も
あ
り
ま
す
が
、
伝
統
的
な

日
本
の
家
屋
に
あ
る
縁
側
と
い
う
言

葉
を
考
察
し
て
み
よ
う
。
魚
の
エ
ン

ガ
ワ
に
由
来
の
言
葉
の
よ
う
で
す
が
、

こ
の
縁
側
で
、
家
族
、
近
所
の
人
、

或
い
は
知
人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
場
と
し
て
活
用
し
て
お
り
、

楽
し
く
集
ま
る
場
所
と
い
う
意
味
合

い
も
あ
っ
た
よ
う
で
す
。
個
人
主
義

の
強
い
西
洋
社
会
の
概
念
で
は
、
お

互
い
を
支
え
あ
う
関
係
の
「
縁
」
の

文
化
を
理
解
す
る
こ
と
は
難
し
い
こ

鈴
川
二
地
区

橋
本
　
雄
司

「
縁
」

鈴
川
二
地
区

遠
藤
　
　
茂

定
年
後
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
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と
で
し
ょ
う
。
と
は
言
え
近
年
は
、

住
宅
の
狭
小
化
、
洋
風
化
と
共
に
和

室
の
減
少
、
エ
ア
コ
ン
の
普
及
で
快

適
さ
を
得
、
縁
側
が
必
要
と
さ
れ
な

く
な
り
、
隣
同
士
で
も
お
付
き
合
い

が
希
薄
と
な
っ
て
き
ま
し
た
。
地
縁

が
遠
く
な
っ
て
き
て
い
る
の
で
す
。

　

人
生
で
運
命
だ
と
思
っ
て
出
会
っ

た
人
で
も
、
少
し
で
も
時
期
や
場
所

が
違
っ
て
い
た
ら
出
会
う
こ
と
も

な
か
っ
た
ろ
う
。
現
在
の
自
分
と

は
、
過
去
の
自
分
が
紆
余
曲
折
を
経

て
運
命
を
切
り
開
い
て
き
た
も
の
だ

と
思
っ
て
い
て
も
、
実
は
様
々
な
偶

然
の
「
縁
」
の
連
続
で
成
り
立
っ
て

き
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ

う
考
え
れ
ば
、
自
分
の
周
り
の
人
た

ち
や
環
境
（
境
遇
）
も
何
か
の
ご
縁

と
捉
え
感
謝
す
る
心
が
大
切
と
な
り

ま
す
。
ま
さ
に
、「
縁
に
気
づ
い
て
、

縁
を
生
か
す
」

　

皆
さ
ん
の
良
縁
成
就
を
願
っ
て
お

り
ま
す
。

　

数
十
年
前
は
、
夏
は
登
山
（
ア
ラ

ス
カ
ま
で
遠
征
し
た
り
）
冬
は
ス

キ
ー
を
趣
味
に
し
て
い
ま
し
た
。

　

こ
こ
数
年
は
体
力
的
に
無
理
か
な

と
あ
き
ら
め
て
い
ま
し
た
が
、
同
じ

職
場
の
方
か
ら
登
山
を
楽
し
ん
で
い

る
写
真
を
見
せ
て
も
ら
っ
て
い
る
う

ち
に
、
私
も
、
ち
ょ
っ
と
だ
け
挑
戦

し
て
み
よ
う
か
と
思
う
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

　

ハ
ー
ド
ル
が
高
く
実
現
す
る
か
ど

う
か
が
微
妙
で
す
が
、
と
り
あ
え
ず

一
日
一
時
間
程
度
、
平
地
を
歩
く
こ

と
か
ら
始
め
て
い
ま
す
。

　

も
う
ひ
と
つ
の
趣
味
が
、
こ
れ
も

ご
ぶ
さ
た
し
て
い
た
洋
服
作
り
で
す
。

　

生
地
を
選
び
、
製
図
を
し
て
簡
単

な
も
の
か
ら
作
り
始
め
ま
し
た
。
今

は
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
か
ら
で
も
学
べ
る

の
で
、
と
て
も
助
か
っ
て
い
ま
す
。

新
し
い
も
の
を
作
る
だ
け
で
は
な
く
、

サ
イ
ズ
が
合
わ
な
く
な
っ
て
し
ま
っ

た
り
、
好
み
が
変
わ
っ
て
し
ま
っ
た

洋
服
た
ち
を
ど
う
リ
メ
イ
ク
す
る
か
、

あ
れ
こ
れ
考
え
る
時
間
が
至
福
の
ひ

と
と
き
で
す
。

　

老
眼
鏡
で
は
足
り
ず
に
、
ル
ー
ペ

の
お
世
話
に
な
っ
た
り
、
失
敗
作
も

あ
っ
た
り
と
、
思
う
よ
う
に
い
か
な

い
事
も
多
々
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
か

ら
も
大
切
な
趣
味
と
し
て
続
け
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

酔
ん
だ
く
れ
て
夜
露
枕
に
山
頭
火

眉
月
に
君
を
重
ね
し
萩
揺
れ
て

実
る
ほ
ど
頭
を
垂
る
る
稲
の
穂
に

我
が
心
根
の
高
ぶ
り
恥
じ
て

駅
西
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
前
に
ラ
ジ
オ
体
操

覚
へ
し
頃
に
身
体
戻
す

シ
ル
バ
ー
の
仕
事
に
一
息
着
き
し
時

芋
煮
の
大
鍋
対
岸
に
見
ゆ

大
臣
の
米
の
安
価
に
気
を
良
く
し

茶
碗
二
杯
の
お
か
ず
半
分

第
一
地
区

三
橋
美
和
子

私
の
趣
味

俳
句
と
短
歌

エ
ス
テ
ル
わ
か
子

第
四
地
区

志
鎌
　
久
子
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団
総
出
で
巻
網
に
よ
る
鯉
の
捕
獲
が

行
わ
れ
る
。そ
の
後
一
般
に
開
放
し
、

部
落
あ
げ
て
の
お
祭
り
に
な
る
。「
江

俣
沼
の
鯉
あ
げ
」
と
呼
ば
れ
る
も
の

で
あ
り
、
小
生
も
幼
少
の
頃
記
憶
し

て
い
る
。

　

時
代
が
下
り
、「
ひ
ょ
う
た
ん
池
」

は
埋
め
立
て
ら
れ
、
現
在
は
南
江
俣

公
園
（
江
南
三
丁
目
）
に
姿
を
変
え

た
。
今
は
わ
ず
か
な
水
場
が
名
残
を

と
ど
め
て
い
る
。こ
と
ほ
ど
左
様
に
、

市
街
地
も
近
郊
も
開
発
が
進
む
が
、

皮
肉
に
も
人
口
減
少
に
歯
止
め
が
掛

か
ら
な
い
。
悠
久
の
ロ
マ
ン
も
や
が

て
は
風
化
し
、
失
わ
れ
た
原
風
景
は

セ
ピ
ア
色
の
彼
方
・
・
・
。

の
が
、
五
堰
の
一
つ
、
八
ヶ
郷
堰
で

あ
る
。

　

即
ち
、
か
ん
が
い
用
水
と
し
て
利

用
し
た
集
落
部
、
江
俣
・
陣
場
・
内

表
・
陣
場
新
田
・
吉
野
宿
・
鮨
洗
・

船
町
・
中
野
の
八
ヶ
村
が
そ
の
名
の

由
来
で
あ
る
。

　

五
堰
の
他
、
暴
れ
川
の
余
韻
が
伏

流
域
の
湧
水
・
沼
池
と
な
り
、
人
心

と
大
地
を
潤
し
た
。
寒
河
江
街
道
と

左
沢
線
に
囲
ま
れ
た
南
江
俣
地
区

（
現
江
南
）
に
清
江
、
清
水
と
い
っ

た
町
名
が
あ
っ
た
の
も
そ
の
面
影
で

あ
ろ
う
。
こ
の
低
湿
な
地
域
に
江
俣

沼
が
あ
り
、
近
隣
の
憩
い
の
場
と
し

て
「
ひ
ょ
う
た
ん
池
」
と
称
さ
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
。
沼
を
落
水
し
消
防

細
谷
　
孝
司

西

地

区

地 域 紹 介地 域 紹 介

わが街通信
　
消
え
た
「
ひ
ょ
う
た
ん
池
」

　

七
日
町
の
「
御
殿
堰
」
が
リ
メ
イ

ク
さ
れ
る
と
、
に
わ
か
に
山
形
五
堰

の
人
気
が
高
ま
り
、
取
水
源
と
な
る

馬
見
ヶ
崎
川
も
注
目
さ
れ
る
よ
う
に

な
る
。い
ず
れ
も
本
稿
の
定
番
だ
が
、

定
法
ど
お
り
副
題
の
水
脈
を
辿
る
こ

と
に
し
た
。
文
脈
が
枯
れ
な
い
程
度

に
先
輩
諸
氏
の
説
話
と
重
な
る
部
分

は
、
ご
容
赦
願
い
た
い
。

　

馬
見
ヶ
崎
川
は
恵
み
の
生
命
線
と

し
て
扇
状
地
を
成
す
が
、
し
ば
し

ば
荒
ぶ
る
「
天
井
川
」
で
も
あ
っ

た
。
こ
の
氾
濫
か
ら
霞
城
壕
を
守
る

た
め
、
寛
永
元
年
（
一
六
二
四
）、

時
の
城
主
鳥
居
忠
政
が
流
路
変
更
工

事
に
着
手
す
る
。現
在
の
旅
籠
町（
旧

県
庁
附
近
）
を
通
り
、
江
俣
で
二
分

し
、
一
つ
は
中
野
、
も
う
一
方
は
鮨

洗
か
ら
須
川
に
注
い
だ
川
筋
を
、
小

白
川
附
近
か
ら
双
月
、
沖
の
原
方
面

に
向
け
た
。
こ
の
た
め
、
残
っ
た
川

跡
を
用
水
路
と
す
る
よ
う
に
な
っ
た

往時の江俣沼（江南　田中秋廣氏所蔵）往時の江俣沼（江南　田中秋廣氏所蔵）

現在の南江俣公園現在の南江俣公園
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建
て
尊
崇
し
た
。

　

明
治
三
十
九
年
、
中
野
住
民
一
同

は
見
る
に
し
の
び
ず
、
宝
光
院
に
交

渉
の
結
果
、
山
王
尊
権
現
像
並
び
に

山
王
七
社
を
譲
り
受
け
、
宝
蔵
庫
を

設
け
本
尊
が
安
置
さ
れ
て
い
る
。

　

現
在
は
そ
れ
ら
を
引
き
継
ぎ
、
毎

年
五
月
三
日
に
は
、
春
祭
り
の
神
輿

行
列
が
賑
や
か
に
開
催
さ
れ
て
い

る
。
地
区
民
か
ら
は
「
昔
な
が
ら
の

こ
の
祭
り
行
事
を
こ
れ
か
ら
も
末
永

く
続
け
て
い
っ
て
ほ
し
い
」
と
い
う

要
望
も
出
て
い
る
。
ま
た
、
来
年
は

神
社
創
立
千
二
百
年
を
迎
え
る
に
あ

た
り
、
盛
大
な
神
輿
祭
り
に
な
る
こ

と
を
楽
し
み
に
し
て
い
る
。

新
入
会
員
紹
介

第

二

地

区�

長
岡　

好
子

第

三

地

区�

細
谷　

浩
之

�

大
川
原
卓
文

�

大
山　

哲
夫

�

岡
田　

浩
一

第

四

地

区�

八
代　

幸
雄

第

六

地

区�

冨
士　

利
明

�

八
巻　

忠
浩

西

地

区�

清
川　

俊
貴

�

関
谷　

安
明

第

八

地

区�

渡
邉　

惠
子

第

十

地

区�

佐
藤　

篤
子

�

倉
持　

宏
幸

�

長
岡　

俊
彦

鈴
川
二
地
区�

佐
藤　

伸
人

�

太
田　

眞
一

鈴
川
三
地
区�

村
形
美
喜
子

千

歳

地

区�

鈴
木　

直
人

�

小
林
美
恵
子

�

沼
沢　

禮
子

�

万
年　

芳
雄

飯
塚
・
椹
沢
地
区�

須
藤　
　

弘

東

沢

地

区�

山
川　

文
雄

東

沢

地

区�

藤
原　

和
枝

滝
山
一
地
区�

小
笠
原
啓
子

�

茂
木　

順
子

�

古
川　

義
孝

滝
山
二
地
区�

小
倉　

敏
美

�

池
田　

公
子

出
羽
・
明
治
地
区�

近
藤
真
知
子

�

佐
藤
千
代
子

金

井

地

区�

後
藤　

美
淑

�

渡
辺　

亮
一

大

郷

地

区�

柴
田　

礼
子

山
寺
・
高
瀬
地
区�

武
田　

信
雄

�

石
山　

定
好

蔵

王

地

区�

内
山　

卓
範

�

本
間　

正
雄

�

本
間　

宣
子

南
山
形
・
本
沢
地
区�

山
口　

道
彦

�

稲
毛　
　

広

南
沼
原
地
区�

松
田
由
紀
子

�

高
橋　

尚
武

西

部

地

区�

大
谷　

小
八

�

大
宮　

信
男

　

現
在
の
大
郷
小
学
校
敷
地
内
に

あ
っ
た
と
さ
れ
る
中
野
城
は
、
山
形

城
の
支
城
と
し
て
山
形
城
主
三
代
最

上
満
直
の
次
男
満
基
が
築
城
し
た
平

城
で
あ
る
。

　

そ
の
東
北
部
に
は
、
後
の
山
形
城

主
義
定
公
を
祀
る
中
野
に
あ
る
雲
祥

院
は
じ
め
重
要
な
寺
院
が
数
多
く
配

置
さ
れ
て
い
る
。
中
野
の
地
は
、
戦

略
上
・
経
済
上
の
み
な
ら
ず
水
運
交

通
上
か
ら
も
重
要
な
地
点
で
あ
っ
た

と
言
わ
れ
て
い
る
。
し
か
も
中
野
城

か
ら
は
山
形
城
主
四
人
を
送
り
出
す

な
ど
最
上
一
族
中
最
も
密
接
な
関
係

に
あ
る
。

　

そ
の
後
、
山
形
城
主
最
上
義
光
の

時
代
に
入
る
と
、
中
野
城
主
義
時

と
の
家
督
争
い
か
ら
不
和
と
な
り
、

百
四
十
年
間
続
い
た
中
野
城
は
崩

壊
。

　

義
光
公
は
中
野
に
あ
っ
た
宝
光
院

を
山
形
市
鉄
砲
町
に
移
す
と
同
時

に
、
山
王
尊
日
枝
神
社
の
秘
仏
や
そ

の
他
一
切
を
移
し
、
新
た
な
社
殿
を

岩
松
　
堅
一

大
郷
地
区

神輿行列の獅子舞神輿行列の獅子舞
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十
月

　

文
化
祭�
（
六
日
～
七
日
）

　

創
作
品
展
示
頒
布
会
・
バ
ザ
ー

　
（
文
化
祭
会
場
内
に
て
）

　

事
業
所
訪
問�
（
十
五
日
）

　

芋
煮
会�

（
十
七
日
）

　

清
掃
奉
仕
活
動�

（
二
十
二
日
）

　
（
山
形
駅
西
地
区
）

　

街
頭
啓
発
活
動�

（
三
十
日
）

　
（
イ
オ
ン
山
形
北
・
南
）

十
一
月

　

事
業
所
訪
問�

（
五
日
）

　

ブ
ロ
ッ
ク
研
修
会�（
十
～
十
一
日
）

　

�

地
区
班
長
と
理
事
と
の
意
見
交
換

会�

（
十
四
日
）

　

安
全
パ
ト
ロ
ー
ル�

（
時
期
未
定
）

十
二
月

　

�

職
班
リ
ー
ダ
ー
と
理
事
と
の
意
見

交
換
会�

（
一
日
～
二
日
）

　

世
話
役
会�

（
二
十
五
日
）

あ と が き
　

初
夏
の
六
月
に
は
、
我
が

広
報
部
も
三
名
の
先
輩
方
が

大
き
な
功
績
を
残
さ
れ
て
卒

業
さ
れ
、
新
た
に
三
名
の
仲

間
を
迎
え
ま
し
た
。
新
体
制

に
よ
る
初
の
企
画
か
ら
編
集

ま
で
の
作
業
を
猛
暑
の
中
進

め
、
よ
う
や
く
第
一
六
○
号

が
完
成
し
ま
し
た
。

　

お
忙
し
い
中
、
原
稿
を
お

寄
せ
い
た
だ
い
た
会
員
の
皆

様
方
、
お
世
話
い
た
だ
い
た

事
務
局
の
方
々
、
お
読
み
い

た
だ
く
会
員
の
方
々
に
心
か

ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
文
化
の
秋
、
ス

ポ
ー
ツ
の
秋
、
食
欲
の
秋
、

芸
術
の
秋
、読
書
の
秋
、…
。

皆
様
に
と
っ
て
充
実
し
た
秋

に
な
り
ま
す
よ
う
に
！

�

（
Ｊ
・
Ｋ
）

お
知
ら
せ
と

�

お
願
い

今
後
の
行
事
予
定

行
事
イ
ベ
ン
ト
案
内

創
作
品
展
示
頒
布
会
・
バ
ザ
ー
開
催

日
時
：
十
月
六
日
（
月
）
～

　
　
　
　
　

七
日
（
火
）

場
所
：
山
形
テ
ル
サ
一
階

　
　

（
互
助
会
文
化
祭
会
場
に
て
）

　

創
作
品
の
売
り
上
げ
は
配
分
金

と
し
て
お
支
払
い
し
、
バ
ザ
ー
の

売
り
上
げ
は
山
形
学
園
へ
寄
付
し

ま
す
。

　

男
性
・
女
性
会
員
と
も
是
非

ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

地
区
研
修
会
に
参
加
し
ま
し
ょ
う

　

今
年
度
も
各
地
区
で
開
催
さ
れ

ま
す
。
地
区
の
会
員
同
士
で
の
意

見
交
換
の
場
と
し
て
、
年
一
回
の

貴
重
な
機
会
で
す
。

　

お
仕
事
の
日
と
重
な
る
場
合
は

同
じ
職
場
内
で
融
通
し
合
う
な
ど
、

積
極
的
に
ご
参
加
下
さ
る
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。

※�

地
区
研
修
会
で
は
、
女
性
部
会

で
行
う
タ
オ
ル
寄
付
の
受
付
も

行
い
ま
す
。
是
非
お
持
ち
く
だ

さ
る
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

■
配
分
金
支
払
日

　

十
月
二
十
日（
月
）

　

十
一
月
二
十
日（
木
）

　

十
二
月
十
九
日（
金
）

■
入
会
説
明
会（
午
後
一
時
三
十
分
）

　

会
員
の
皆
さ
ん
か
ら
も
入
会
の
勧

誘
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

十
月
二
日（
木
）　

九
日（
木
）

　
　
　

二
十
四
日（
金
）

　

十
一
月
六
日（
木
）　

十
三
日（
木
）

　
　
　
十
八
日（
火
）　

二
十
七
日（
木
）

　

※�

十
一
月
二
十
七
日（
木
）は
女
性

限
定
説
明
会
で
す
。

　

十
二
月
四
日（
木
）十
一
日（
木
）

　
　
　

十
八
日（
木
）

■
就
業
相
談
日（
午
後
一
時
三
十
分
）

　
（
就
業
に
関
し
て
の
相
談
で
す
）

　

十
月
八
日（
水
）

　

十
一
月
十
二
日（
水
）

　

十
二
月
十
日（
水
）

　
※�
就
業
相
談
の
受
付
は
午
後
一

時
十
五
分
か
ら
で
す
。

　
　�

予
約
等
は
で
き
ま
せ
ん
の
で

ご
了
承
く
だ
さ
い
。
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